
栃木県防衛協会大田原支部防衛講話
て
、
栃
木
県
防
衛
協
会
大
田
原
支
部
（
支
部
長

協
会
大
田
原
支
部
と
連
携
し
、「
地
域
密
着
型
」

田
原
地
域
事
務
所
長
が
大
田
原
管
内
の
厳
し
い

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
防
衛

（
金
）、
大
田
原
市
ト
コ
ト
コ
大
会
議
室
に
お
い

「
安
全
保
障
環
境
と
自
衛
隊
の
取
り
組
み
」
が
、

支
援
し
て
い
き
た
い｣

と
熱
い
お
言
葉
を
い
た

の
広
報
で
募
集
広
報
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
」

が
聴
講
し
た
。

・
玉
木　

茂
氏
）
防
衛
講
話
を
支
援
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事

う
ち
に
終
了
し
、
玉
木
支
部
長
か
ら
は｢

今
後

集
に
つ
い
て
も
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
の
協
力
を
お

と
し
て
い
る
。

令和七年度百里基地航空祭に参加して

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
で
実
施
さ

学
校
２
学
年
）
か
ら｢

平
井
さ
〜

け
、
心
に
残
る
見
学
に
な
っ
た
よ

し
て
い
た
小
林
生
徒
（
高
等
工
科

祭
に
募
集
対
象
者
を
引
率
し
た
。

た
学
生
は
、
特
に
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今

対
す
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
継

田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

松
田

当
日
は
、
百
里
基
地
に
多
く
の

れ
た
令
和
七
年
度
百
里
基
地
航
空

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大

引
率
し
た
平
井
広
報
官
は
、
基

平
井
広
報
官
が
入
校
ま
で
担
当
し

た
。
偶
然
再
会
し
た
平
井
広
報
官

・
和
太
鼓
部
の
演
奏
披
露
の
た
め

掛
け
る
と
と
も
に
凛
々
し
い
制
服

帰
省
時
に
学
校
を
訪
問
し
た
い
の

自衛隊栃木地方協力本部

～偶然の再会に感激！！！～
言
葉
を
発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て

し
、
募
集
広
報
を
積
極
的
に
実
施

た
。
小
林
生
徒
か
ら
は
、｢

年
末
の

玉木支部長と本部長

玉木支部長のあいさつ 本部長講話の様子

百里基地航空祭見学の様子 小林生徒と偶然の再会

講
話
終
了
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
お
い
て

は
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
盛
況
の

当
日
は
、
栃
木
地
本
長
に
よ
る
防
衛
講
話

も
防
衛
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を

募
集
状
況
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
募

だ
い
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
大

願
い
し
た
。

務
所
（
所
長　

松
田
１
陸
尉
）
は
、12
月
５
日

約
50
分
間
行
わ
れ
、
大
田
原
支
部
会
員
28
名

地
内
で
高
等
工
科
学
校
の
Ｐ
Ｒ
を

来
場
者
が
訪
れ
て
い
た
。
参
加
し

う
で
あ
っ
た
。

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す｣

続
し
、
入
校
者
た
ち
の
リ
ア
ル
な

後
も
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
活
用

ル
ス
の
飛
行
展
示
に
感
銘
を
受

ん｣

と
声
を
掛
け
ら
れ
、
と
て
も

た
一
人
で
あ
り
、
高
等
工
科
学
校

驚
い
た
と
い
う
。
小
林
生
徒
は
、

に
今
回
百
里
基
地
を
訪
れ
て
い

姿
、
元
気
な
姿
に
感
動
を
覚
え

し
て
い
く
と
と
も
に
、
入
校
者
に

と
、
ま
た
の
再
会
を
約
束
し
た
。

は｢

頑
張
っ
て
る
か
い
？｣

と
声
を

い
く
」
と
し
て
い
る
。

１
陸
尉
）
は
12
月
７
日
（
日
）、


